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今
年
も
小
中
学
校
の
卒
業
式
・

入
学
式
に
出
席
す
る
。
ど
ち
ら
も

ス
テ
ー
ジ
の
正
面
中
央
に
国
旗
が

掲
げ
ら
れ
、
君
が
代
が
堂
々
と
歌

わ
れ
た
。
昔
の
学
生
時
代
を
彷
彿

さ
せ
る
。
時
代
の
変
貌
ぶ
り
に
痛

感
す
る
。
特
に
小
学
生
が
際
立

つ
。
私
も
久
し
ぶ
り
に
母
校
の
校

歌
を
口
ず
さ
む
。
懐
か
し
さ
が
蘇

る
。
ま
た
、
子
ど
も
達
の
深
々
と

頭
を
下
げ
た
礼
儀
の
正
し
さ
に
驚

く
、
立
派
で
あ
っ
た
。
中
学
校
の

卒
業
式
は
一
人
一
人
が
ス
テ
ー
ジ

上
で
元
気
は
つ
ら
つ
と
、
卒
業
後

の
抱
負
、
ス
ピ
ー
チ
が
な
さ
れ
逞

し
さ
を
感
じ
た
。
小
学
校
の
卒
業

式
で
最
後
の
お
別
れ
の
対
面
合
唱

で
、
涙
を
流
す
児
童
が
卒
業
生
よ

り
在
校
生
の
方
が
多
く
、
い
か
に

卒
業
生
が
下
級
生
に
よ
き
お
兄
さ

議
員
コ
ラ
ム

ん
、
お
姉
さ
ん
と
し
て
慕
わ
れ
尊

敬
さ
れ
て
い
た
か
が
伺
わ
れ
る
。

(

確
か
に
見
守
り
隊
と
し
て
朝
街

頭
に
立
っ
て
わ
か
る
こ
と
は
、
上

級
生
が
下
級
生
を
纏
め
て
一
緒
に

通
学
す
る
姿
を
よ
く
見
か
け
た
…)

手
で
涙
を
ふ
く
姿
に
参
加
し
た
私

達
に
も
涙
を
誘
い
感
動
し
た
。
心

に
残
る
卒
業
式
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
す
く
す
く
と
育

っ
て
欲
し
い
、
我
が
町
の
宝
、
日

本
の
宝
の
前
途
に
幸
あ
れ
！
と
祈

り
た
い
。

追
伸
～
昨
年
全
国
学
力
テ
ス
ト
で

小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生
共
に

全
国
平
均
点
を
上
ま
わ
っ
た
。
全

道
の
平
均
点
は
、
全
国
よ
り
か
な

り
低
い
だ
け
に
、
特
出
す
べ
き
こ

と
で
あ
り
称
え
た
い
。　

（
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北
空
知
議
員
研
修
会

「
地
方
創
生
に
関
す
る
施
策
等
に

つ
い
て
」

・
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
室
参
事

官　

渡
邊
浩
司
氏
の
講
演
で
あ

る
、
今
ま
さ
に
地
方
に
と
っ
て
最

大
の
関
心
事
で
あ
る
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
法
」
と
は
、
少

子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対
応

し
、
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
と
と
も
に
、
東
京
圏
へ
の
人

口
の
集
中
を
是
正
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
住
み
よ
い
環
境
を
確
保

し
て
、
活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維

持
し
て
い
く
た
め
の
施
策
を
総
合

的
に
実
施
す
る
。

・
地
方
へ
の
多
様
な
支
援
と
「
切

れ
目
」
な
い
施
策
の
展
開

国
＝
２
０
６
０
年
に
１
億
人
の
人

口
を
確
保
す
る
、
５
カ
年
の
総
合

戦
略
を
策
定

地
方
＝
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
～
各
地
域

の
人
口
動
向
や
推
計
の
分
析
や
中

長
期
の
将
来
展
望
を
策
定

地
方
版
総
合
戦
略
～
人
口
動
向
、

産
業
実
態
等
の
５
カ
年
政
策
目
標
、

施
策
を
策
定

・
地
方
公
共
団
体
の
戦
略
策
定
と

国
の
支
援

　

地
方
が
自
立
に
つ
な
が
る
よ
う

自
ら
考
え
、
責
任
を
持
っ
て
戦
略

を
推
進

　

国
は「
情
報
支
援
」「
人
的
支
援
」

「
財
政
支
援
」
を
切
れ
目
な
く
展
開

・
総
合
戦
略
＝
２
０
１
５
～
２
０

１
９
年
度
の
５
カ
年

　

人
口
減
少
問
題
の
克
服
…
地
方

に
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
、
地
方

移
住
の
推
進
。

　

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
叶
え
る
。

　

時
代
に
合
っ
た
地
域
作
り
、
安

心
な
暮
ら
し
を
守
る
、
地
域
と
地

域
の
連
携
。

■
質
問
（
Ｓ
・
Ｔ
）

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
要
す

る
経
費
に
、
地
方
交
付
税
を
含
む

と
あ
る
が
、
交
付
税
の
意
義
に
そ

ぐ
わ
ず
、
自
治
体
間
に
格
差
が
出

る
の
で
は
な
い
か
。

■
回
答

　

総
務
省
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

地
方
創
生
に
必
要
な
経
費
と
し
て

歳
出
を
１
兆
円
計
上
、
う
ち
９
，

９
０
０
億
円
は
普
通
交
付
税
で
、

残
り
は
特
別
交
付
税
で
措
置
さ
れ

る
。
ま
た
、
28
年
度
以
降
は
未
定

と
の
こ
と
で
す
。

■
後
感

　

一
番
気
に
な
る
こ
と
は
、
地
方

創
生
に
取
り
組
む
経
費
が
、
地

方
交
付
税
を
含
む
こ
と
で
あ
る
。

総
体
的
に
交
付
税
が
減
っ
て
い

る
だ
け
に
、
や
る
気
の
あ
る
町

に
は
増
や
し
、
無
い
町
は
減
ら
す
。

ま
さ
に
群
雄
割
拠
の
時
代
が
来
そ

う
な
だ
け
に
、
我
々
議
員
も
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
、
行
政
と
共

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾
注
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　

（
佐
光
）


